
浜松塩業株式会社

オーストラリア西海岸のシャークベイ塩田とカリフォルニア半島エル・ビスカ
イノ地区のゲレロネグロ塩田は世界２大塩田といわれており、どちらも世界自
然遺産に指定された美しい環境に位置しています。

これらの塩田で、海水は２年～３年という長い期間を経て、太陽の熱と風の
力により天日塩に姿を変えます。

自然エネルギーを使った天日塩づくりは、周辺の動植物と共存する、地球に
やさしいサスティナブルな取り組みといえるでしょう。

自然エネルギーで作るといっても、海水を溜めるだけでは良い塩は作れませ
ん。海水には塩以外のさまざまなものが含まれており、これらを除去してキレイ
な塩をつくるのは人間の知恵と努力です。

海水の塩分濃度は最初は3.5%ですが、濃縮用の池でゆっ
くり蒸発して18%程度になると、カルシウム（石膏）が結
晶化・沈殿します。

塩分濃度が25%程度になると、食塩水が飽和状態（これ以
上溶かせない濃度）になるので、海水を結晶池に移します。
（ここでカルシウムは分離されます）

25.5%を超えると塩の結晶化・沈殿が始まります。
29.5%を超えるとマグネシウム（にがり）が結晶化してし
まうので、その前に濃縮塩水（にがり）を排出します。

結晶池の底に溜まった塩を採塩します。いみじくもこの作
業をハーベスト（収穫）とよぶそうです。

採塩した塩を、飽和食塩水で洗浄して、塩に付着したにが
り、埃、砂を除去します。

貯塩して水分を切ります。塩分濃度は97%ほどになります。

金属探知機で金属除去して、日本に向け出荷されます。

海水を池で移
動しながら純
度を高めるん
だね。

結晶池へ移動 カルシウム成分コントロール

塩の沈殿 結晶化・にがり成分コントロール

採塩

洗浄

貯塩 濃度調整

異物除去・出荷

かなり手を
かけている
なぁ。

シャークベイ塩田 ゲレロネグロ塩田
ハーベスト風景

エル・ビスカイノ湾
「コククジラ」

シャーク湾
「ウミガメ」

エル・ビスカイノ地区
「プロングホーン」

海の水を太陽と風の力で蒸発させて塩を作ります

海水

太陽 風

天日塩

天日塩のひみつ ～世界２大塩田の塩づくり～

濃縮 濃い塩水を作る
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